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18期・19期『人生講座』のご案内お問い合わせ 第18期・第19期 『生涯学習・プラスワンステージ』のご案内

第
18
期

⑪
8
月
9
日（
火
） 

⑫
8
月
23
日（
火
）

⑬
9
月
13
日（
火
） 

⑭
9
月
27
日（
火
）

第
19
期 

①
10
月
11
日（
火
） 

②
10
月
25
日（
火
）  

お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
　
　
　
　
　
マ
ル
コ
シ
岡
元
ま
で

電
話（
０
８
２
）８
４
３
ー
９
９
８
１

人生講座・講師
木原伸雄さん（79）

◆
日
本
に
詳
し
く
な
ろ
う

午
前
の
ク
ラ
ス

Ａ
Ｍ
10
時
〜
11
時
40
分

午
後
の
ク
ラ
ス

Ｐ
Ｍ
1
時
20
分
〜
3
時

◆
広
島
学

第
18
期

8
月
休
講

⑥
9
月
28
日（
水
）

第
19
期

①
10
月
26
日（
水
）

毎
回 

Ａ
Ｍ
10
時
〜
11
時
半

第四講座・講師
半田和志さん（67）

◆
小
山
学 

〜
古
代
へ
の
道
〜

第
18
期

8
月
休
講

⑥
9
月
21
日（
水
）

第
19
期

①
10
月
19
日（
水
）

午
前 

Ａ
Ｍ
10
時
〜
11
時
半

午
後 

Ｐ
Ｍ
1
時
半
〜
3
時

第三講座・講師
小山　正さん（70）

◆
見
直
そ
う
、

　
親
し
も
う
日
本
の
こ
と
ば

第
18
期

8
月
休
講

⑥
9
月
14
日（
水
）

第
19
期

①
10
月
12
日（
水
）

毎
回 

Ａ
Ｍ
10
時
〜
11
時
半

第二講座・講師
入川　実さん（68）

◆
新
シ
リ
ー
ズ

　
映
画
で
楽
し
む
日
本
の
名
作

第
18
期

⑧
8
月
3
日（
水
）

　
「
お
琴
と
佐
助
」 

谷
崎
潤
一
郎

⑨
9
月
7
日（
水
）

　
「
伊
豆
の
踊
子
」 

川
端
康
成

⑩
10
月
5
日（
水
）

　
「
雪
国
」 

川
端
康
成

毎
回 

Ａ
Ｍ
10
時
〜
11
時
半

第一講座・水先案内人
岡元美紀恵さん

　私たちが不動産事業部「高陽地区まち再生
フォーラム」を立ち上げて一年余りが過ぎました。
　まだまだピカピカの二年生になったばかりですが、
担当の江原社員とともに鼻息荒く猛勉強中です。
　5月28日に開催したオレンジフェスタの不動産セ
ミナーでは、ご来場者の皆さまが不動産売買につい
て興味深く聞いてくださいました。
　これからは高陽地区も高齢化が加速し、空き家な
どを持て余すお宅が増えていくと考えられます。現
状広島市では空き家率１４．１％。高陽地区もちらほ
ら空き家が見受けられます。このままでは高齢化に
伴い２０％以上が空き家になるとの予測も行政から
聞こえて来ます。
　空き家が増えると防犯上もよろしくないし何より
活性化しません。

《不動産×工務店＝安心》

　私たちにできることは、住み手の無いお家を速や
かに新しい方へとバトンタッチするお手伝いです。
　思い出の家を手放すお客様から大事にお預かり
し、新しくお住まいになる方に安心を添えて提供し
ていくことこそ、私たちの使命だと考えています。
　私たちは工務店ならではのスキルで耐震補強や
シロアリチェック、雨漏りの有無も見逃しません。
　新しく住む方に合う間取り変更・仕様変更・駐車
場拡張等、どんなこだわりにも対応できます。
　手放す方は思い出の家を大事にいつまでも住ん
でもらいたいと願い、新しくお住まいになる方は理
想を叶え、末永く住みたいと思われることでしょう。
よく見かける中古物件を右から左に売買するだけで
はない、安心を伴うお手伝いが私たちにはできます。

常　務
木原 愛一郎

　お家の不具合のみ
ならずお客様が安心

して過ごせるように最善を尽くすという意味です。
　私たちは安心というキーワードの元、新しいサー
ビスや事業を創造し、より安心な暮らしをご提案し
続けていきます。

　マルコシは住宅リフォームがメイン
のお仕事ですが、この度リニューアル
オープンに伴い、スーパー銭湯の全面
改装工事を施工させて頂きます。７月
７日(木)ａｍ10：00のオープンに向け
て朝～昼～深夜とフル稼働！ 場所は安
佐南区・交通科学館の西隣となりま
す。綺麗なお風呂やレストランで日頃
の疲れを癒して下さいませ！

　マルコシさんでは月に11講座あ
り、いつも楽しく参加しています。
　以前から気になっていた押入れのカ
ビ。担当の山田智恵さんに相談に乗っ
てもらいました。襖を取って風通りを
良くし、部屋も広々、気分も晴々、生
活に張りが出ました。カーテンも気に
入っていますよ。

安心創造企業とは!!

満天の湯 温泉家 リニューアルオープン

リフォームで繋がる《人の和》

夢のようなさまがわり 安佐北区真亀　小畑さま

　いつもニコニコの大西さんにお願い
して、手摺りを取り付けてもらいまし
た。つまずきや転倒がなくなり、喜ん
でいます。小さなところに気を使って
いただいて大変便利になりました。大
西さん、職人さんには感謝しておりま
す。

　5月17日に山田ミニイベント・美旅第２弾
を開催させて頂きました！天候にも恵まれ快
晴の気持ちのいい日でした。お客様７組９名
様をTOTOショールームと縮景園へご案内。
イベントテーマにしていた「美」のお勉強も
しっかりとして頂きました。詳しくは裏面の
山田リポートで！

　この度おかげ様で沼田町の「満天の湯・温泉家」様
リニューアル工事をさせていただくことになりました。
　つきましては「株式会社イディア西日本事業本部」
様にご協賛いただき、バスツアーを企画しました。
　さっぱり汗を流し、猛暑を乗り切りましょう！

これで安心

工事でご縁をいただきまして
感謝の温泉バスツアー！！山田企画  ミニイベント・美旅第２弾のご報告6月

７月21日（木）
参加費なんと！

1,000円 先着20名様

佐伯区藤垂園　舛本さま

　山野さんの案内で中古マンションのリ
フォーム見学会に参りました。まるで新築
同様の、立派でセンスの良い内装には驚
きました。マルコシさんも不動産事業を
始められたと聞き、買い替えをしたいと
言う友人に話してみようと思います。い
ろいろと有り難うございました。

マンションリフォーム

　マルコシさんとは長い付き合いです。最
初は部屋のリフォームをお願いし、次に納
屋を新築してもらいました。マルコシさん
とは大変なご縁があるのでしょう。この度、
子どもの家もマルコシさんで全面リフォー
ムすることになったとか！　おもしろいもの
ですね。出来上がりを期待していますよ。

　今回の工事は湿気によるカビがきっかけで改装をさせて
頂きましたが、「部屋が生まれ変わったようで嬉しい」と
喜びの感想をお聞かせいただき安心しております。押入れ
も襖・中段を取り払いクローゼット仕様に変更。オシャレ
な服をたっぷりしまってもらえます。

広がるご縁

安佐北区口田　辻村さま

安佐北区口田南　石井さま

山田 智恵

担当者からのお礼

ピカピカの宅建業者2年生 代表取締役　木原　淳

私たちにできることI      KOYO

7月
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マルコシ  リフォーム 検 索

10：00
マルコシ発

10：30
福留ハム工場見学

12：00
ご入浴・お食事「満天の湯」

14：30
クリナップSR見学

16：00
マルコシ着、解散

チェッ
ク!!

株式
会社

安心創造企業

健康長寿の秘訣 第3回

　
入
浴
は
、
睡
眠
の
た
め
に

は
、
ぬ
る
め
の
お
湯
に
、

ゆ
っ
く
り
つ
か
る
の
が
の
ぞ

ま
し
い
。
四
十
度
前
後
の
湯

に
十
〜
十
五
分
程
度
が
よ
い
。

な
お
高
齢
者
の
場
合
に
は
、

首
ま
で
ど
っ
ぷ
り
つ
か
る
よ

り
は
、
半
身
浴
（
胸
ま
で
の

水
位
）
が
の
ぞ
ま
し
い
。
心

臓
・
脳
・
血
圧
へ
の
負
担
が

少
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
特
筆
す
べ
き
は
、
理
想
的

な
生
活
の
リ
ズ
ム
を
確
立
す

る
こ
と
の
重
要
性
で
あ
ろ
う
。

仕
事
・
遊
び
・
睡
眠
の
三
者

を
偏
す
る
こ
と
な
く
バ
ラ
ン

ス
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
免
疫
力
、
抵
抗
力
が
弱

く
な
る
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、

睡
眠
は
と
く
に
重
要
な
も
の

と
な
る
。

　
こ
れ
ま
で
「
健
康
づ
く
り

の
三
要
素
」
の
う
ち
の
「
栄

養
（
食
事
）
」
「
運
動
」
に

つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
今

回
は
「
休
養
（
睡
眠
な

ど
）
」
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　
「
休
養
」
と
は
文
字
ど
お

り
「
休
ん
で
心
身
を
や
し
な

う
」
こ
と
で
あ
る
が
、
最
た

る
も
の
は
睡
眠
で
あ
る
。
た

だ
し
、
「
休
養
」
に
は
受
動

的
な
も
の
と
能
動
的
な
も
の

が
あ
り
、
前
者
は
疲
労
回
復

の
た
め
に
、
入
浴
し
た
り
睡

眠
を
と
る
こ
と
な
ど
で
あ
り
、

後
者
は
趣
味
な
ど
の
楽
し
い

生
活
習
慣
に
よ
り
、
動
的
に

心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
、

明
日
へ
の
活
力
を
養
う
も
の

で
あ
る
。

　
休
養
の
う
ち
、
「
睡
眠
」

は
、
生
命
を
維
持
す
る
た
め

に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ

る
。
心
身
の
疲
労
を
回
復
さ

せ
活
力
を
生
み
出
す
も
の
で

あ
る
。
睡
眠
は
、
い
わ
ば
脳

と
い
う
バ
ッ
テ
リ
ー
に
充
電

す
る
作
用
で
あ
る
か
ら
、
私

た
ち
に
と
っ
て
最
も
重
要
な

生
活
の
根
本
で
あ
る
。
「
寝

る
子
は
育
つ
」
と
い
う
諺
も

う
な
づ
け
る
。
し
か
し
科
学

が
進
歩
し
た
今
日
で
も
、
睡

眠
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い

な
い
。

　
私
た
ち
は
毎
晩
一
定
の
時

間
眠
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
日

の
疲
れ
を
い
や
し
、
健
康
を

保
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

健
康
保
持
の
た
め
に
は
、
良

質
の
睡
眠
を
と
る
こ
と
が
の

ぞ
ま
し
い
。
仕
事
の
能
率
を

あ
げ
る
た
め
に
は
、
精
神
的

な
緊
張
が
必
要
だ
が
、
眠
る

た
め
に
は
、
逆
に
リ
ラ
ッ
ク

ス
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
良
質
の
睡
眠
を
と
る
た
め

に
は
、
就
寝
前
に
入
浴
し
た

り
、
寝
室
を
暗
く
、
静
か
で
、

暖
か
く
し
て
、
の
ぞ
ま
し
い

睡
眠
環
境
を
作
っ
た
り
、
就

寝
時
刻
を
夜
十
時
〜
十
一
時

に
し
た
り
、
睡
眠
時
間
を
七

〜
八
時
間
と
る
こ
と
な
ど
に

留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た

だ
し
睡
眠
時
間
に
つ
い
て
は

諸
説
あ
り
、
高
齢
に
な
る
と
、

五
〜
六
時
間
で
も
十
分
だ
と

言
わ
れ
て
い
る
。

岡野　賢吾
安佐北区口田在住

　
三
十
年
も
発
行
し
続
け
て
い

る
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
季
刊
と

し
て
年
四
回
発
行
し
て
お
り
ま

す
が
、
昨
年
の
十
二
月
健
康
を

害
し
て
よ
れ
よ
れ
の
発
行
状
態

で
す
。
こ
れ
で
は
お
客
さ
ま
と

の
ご
縁
が
薄
れ
る
と
心
配
し
、

社
長
が
新
し
く
企
画
し
た
の
が

「
オ
レ
ン
ジ
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
ｓ
」
で

す
。
社
員
の
担
当
地
域
内
は
手

配
り
の
ポ
ス
ト
イ
ン
、
そ
の
他

の
地
域
三
万
世
帯
は
折
り
込
み

を
活
用
し
て
い
ま
す
。
す
で
に

読
ん
で
い
た
だ
い
た
お
客
さ
ま

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
写

真
の
日
々
の
働
き
ぶ
り
を
紹
介

し
て
お
り
、
親
し
め
る
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。
「
フ
ォ
ー
ラ

ム
新
聞
」
同
様
に
ご
贔
屓
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
内
容
は
大
き
さ
が
タ
ブ
ロ
イ

ド
版
２
ペ
ー
ジ
で
す
。
１
ぺ
ー

ジ
は
明
る
い
オ
レ
ン
ジ
色
が
鮮

や
か
な
タ
イ
ト
ル
が
あ
り
、

ト
ッ
プ
は
社
長
執
筆
に
よ
る

「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｋ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
・
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
」
で
す
。

第
２
号
は
″
ピ
カ
ピ
カ
の
宅
建

業
者
２
年
生
〞
で
す
。
右
肩
に

は
新
し
く
銘
打
っ
た
【
安
心
創

造
企
業
】
の
意
味
を
少
し
解
説

し
て
い
ま
す
。

　
中
段
に
は
お
客
様
と
の
ご
縁

を
感
謝
し
て
四
名
の
方
を
ご
紹

介
し
て
い
ま
す
。
下
段
に
は
六

月
、
七
月
の
イ
ベ
ン
ト
の
感
想

と
ご
案
内
が
載
っ
て
い
ま
す
。

二
面
に
は
た
く
さ
ん
の
ご
来
場

を
い
た
だ
く
恒
例
の
「
オ
レ
ン

ジ
フ
ェ
ス
タ
」
は
江
原
部
長
、

縮
景
園
の
美
し
さ
を
堪
能
し
た

山
田
智
恵
企
画
の
「
第
二
回
美

旅
」
、
「
住
ま
い
の
こ
と
な
ら

何
で
も
マ
ル
コ
シ
ヘ
」
の
タ
イ

ト
ル
で
金
本
課
長
が
シ
ン
プ
ル

ラ
イ
フ
に
つ
い
て
書
い
て
い
ま

す
。
「
初
の
試
み
、
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
ツ
ア
ー
」
は
安
全
を

テ
ー
マ
に
「
Ｉ
Ｈ
体
験
」
と

「
住
ま
い
の
安
全
講
座
」
を
高

知
出
身
の
大
西
由
貴
が
頑
張
り

ま
し
た
。
締
め
括
り
は
中
堅
の

山
野
幸
恵
で
す
。
初
め
て
の
体

験
で
天
窓
付
き
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス

エ
事
に
苦
労
し
た
い
き
さ
つ
が

細
部
に
わ
か
っ
て
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。
暑
く
て
も
、
不
景
気

で
も
愚
痴
な
ど
無
縁
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
ご
支
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
第
一
水
曜
日
に
は

引
退
さ
れ
た
三
島
清
一
講
師
の

後
釜
と
し
て
【
映
画
で
楽
し
む

日
本
の
名
作
】
を
楽
し
ん
で
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
若
か
り
し
森

雅
之
出
演
の
「
こ
こ
ろ
」
、
美

し
い
山
本
富
士
子
主
演
の
「
婦

系
図
湯
島
の
白
梅
」
に
始
ま
っ

て
な
つ
か
し
い
吉
永
小
百
合
の

「
伊
豆
の
踊
り
子
」
、
飛
行
機

事
故
で
若
い
命
を
奪
わ
れ
た
坂

本
九
の
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
ま
で

十
二
作
を
順
次
上
映
し
て
い
ま

す
。

　
鑑
賞
さ
れ
る
人
た
ち
は
熟
年

と
し
て
呼
び
掛
け
ま
し
た
が
、

六
十
歳
以
上
の
皆
さ
ん
で
す
。

中
心
は
ぼ
つ
ぼ
つ
「
古
希
」
の

前
後
に
な
り
ま
す
。
映
画
は
モ

ノ
ク
ロ
も
多
く
、
最
近
の
映
画

の
よ
う
に
鮮
や
か
な
色
彩
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
「
婦
系
図
湯
島

の
白
梅
」
の
主
役
で
あ
る
山
本

富
士
子
や
鶴
田
浩
二
は
若
く
て

生
き
生
き
し
た
美
男
美
女
で
す
。

懐
か
し
い
映
画
を
見
な
が
ら
若

い
と
き
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
皆
さ
ん
の
顔
は
び
っ
く
り

す
る
ほ
ど
輝
い
て
い
ま
す
。

　
あ
る
読
み
物
に
「
疑
似
恋
愛

が
認
知
症
の
最
高
の

良
薬
」
と
書
い
て
あ

り
ま
し
た
。
疑
似
恋

愛
と
い
っ
て
も
最
近

流
行
っ
て
い
る
不
倫

な
ど
の
悍
ま
し
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
七
十
歳
の
人

の
頭
を
五
十
年
若
返

ら
せ
る
の
で
す
。
青

春
の
頃
に
は
鶴
田
浩

二
や
山
本
富
士
子
に

憧
れ
に
も
似
た
恋
を

し
た
人
も
あ
る
で
し
ょ
う
ね
。

モ
ノ
ク
ロ
の
映
画
を
見
な
が
ら

五
十
年
下
し
を
飲
ん
だ
効
果
も

あ
る
よ
う
で
す
。

　
私
の
若
い
頃
は
若
尾
文
子
が

大
人
気
で
し
た
。
当
時
の
ス

タ
ー
ア
ル
バ
ム
を
見
る
と
胸
が

と
き
め
き
ま
す
。
具
体
的
に
説

明
す
る
と
長
く
な
り
ま
す
が
、

疑
似
恋
愛
は
若
返
り
に
つ
な
が

り
認
知
症
の
特
効
薬
に
な
る
こ

と
は
医
学
的
に
も
証
明
さ
れ
て

い
ま
す
。
若
い
と
き
の
自
慢
を

す
る
こ
と
や
彼
氏
や
彼
女
の
思

い
出
を
語
る
こ
と
は
老
い
を
ス

ト
ッ
プ
さ
せ
る
し
、
脳
内
の
活

性
化
に
な
る
こ
と
請
け
合
い
で

す
。

　
日
本
人
の
死
因
の
ト
ッ
プ
５

は
、
①
悪
性
新
生
物
（
が
ん
）
、

②
心
疾
患
（
高
血
圧
症
を
除

く
）
、
③
肺
炎
、
④
脳
欠
陥
疾

患
、
⑤
老
衰
で
す
。
が
ん
は
誰

に
で
も
発
症
の
可
能
性
が
あ
る

恐
い
病
で
す
が
、
早
期
発
見
に

よ
り
大
事
に
は
い
た
ら
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
健
康
で
在
り

続
け
る
に
は
、
い
ち
早
く
病
の

兆
候
を
見
付
け
て
適
切
な
処
置

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
日
本
人
は
平
均
寿
命
が
世
界

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
長
寿
国
で
す
。

し
か
し
、
長
寿
者
の
中
に
は
寝

た
き
り
な
ど
日
常
生
活
に
支
障

の
あ
る
人
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
注
目
を
集
め
て

い
る
言
葉
が
″
健
康
寿
命
。
で

す
。
「
年
齢
を
重
ね
て
も
、
元

気
に
若
々
し
く
…
！
」
。
本
当

の
意
味
で
の
長
寿
の
た
め
に
今

か
ら
出
来
る
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　
国
際
的
に
評
価
の
お
高
い

B
B
C
が
制
作
し
た
D
V
D
の

映
像
で
学
び
合
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
「
知
っ
て
い
る
」
と

「
知
ら
な
い
」
で
は
大
違
い
。

あ
な
た
も
長
生
き
し
た
い
と

思
っ
た
ら
講
座
で
学
び
ま
せ
ん

か
。
本
物
を
集
め
た
貴
重
な
映

像
で
す
。

　
講
座
は
次
の
順
序
で
開
き
ま

す
。
①
腎
臓
、
②
肺
、
③
心
臓
、

④
目
、
⑤
皮
膚
、
⑥
脳
、
⑦
男

性
生
殖
器
、
⑧
女
性
生
殖
器
、

⑨
肝
臓
、
⑩
胃
と
腸
、
⑪
耳
・

鼻
・
喉
、
⑫
免
疫
シ
ス
テ
ム
、

⑬
骨
・
筋
肉
・
関
節
、
⑭
全
身
、

の
長
丁
場
に
な
り
ま
す
が
健
康

維
持
の
た
め
に
は
努
力
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
私
は
死
因
№
1
の
が
ん
に
二

度
も
冒
さ
れ
ま
し
た
。
1
回
目

は
十
三
年
前
の
胃
が
ん
で
す
。

全
摘
出
手
術
を
受
け
ま
し
た
。

二
回
目
は
肝
臓
が
ん
で
た
だ
今

治
療
中
で
す
。
№
２
の
急
性
心

筋
梗
塞
で
倒
れ
ま
し
た
。
№
３

の
肺
炎
で
昨
年
入
院
し
ま
し
た
。

も
う
人
生
は
終
わ
り
と
何
度
も

思
い
ま
し
た
が
、
さ
い
わ
い
に

も
病
気
と
仲
良
く
し
な
が
ら
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
目
指
す
と

こ
ろ
は
百
歳
超
。
そ
の
た
め
に

人
一
倍
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
長
寿
の
た
め
に
は
新
鮮

な
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
食
べ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
し
か
も
自
分

の
手
で
育
て
た
野
菜
は
抜
群
の

効
果
が
あ
り
ま
す
。
家
庭
菜
園

も
悪
く
あ
り
ま
せ
ん
が
仲
間
と

一
緒
に
目
然
に
包
ま
れ
た
作
業

は
、
会
詰
も
共
同
作
業
も
楽
し

く
心
の
癒
し
に
も
な
り
ま
す
。

　
私
の
健
康
が
理
由
で
親
子
農

業
子
体
験
塾
「
志
路
・
竹
の
子

学
園
」
は
十
二
期
で
閉
じ
ま
し

た
。
農
作
業
の
道
場
と
し
て
田

圃
が
３
０
０
㎡
、
畑
が
３
０
０

㎡
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
閉

園
を
機
に
田
圃
の
米
作
り
は
力

が
及
ば
ず
耕
作
中
止
に
な
り
ま

し
た
。
畑
は
可
能
な
限
り
野
菜

を
育
て
続
け
る
積
も
り
で
、
耕

耘
機
で
耕
し
た
り
、
雑
草
を
処

理
し
た
り
、
野
菜
を
育
て
た
り

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
月
に

一
度
の
ペ
ー
ス
で
す
か
ら
届
き

ま
せ
ん
。

　
現
在
の
状
況
は
サ
ツ
マ
イ
モ

が
1
5
0
株
、
猛
暑
に
負
け
ず

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ナ
ス
は

20
株
、
美
味
し
そ
う
な
果
実

を
付
け
て
い
ま
す
。
ゴ
ー
ヤ
は

20
株
、
ア
ー
チ
を
作
っ
て
お

り
蔓
が
這
い
昇
っ
て
い
ま
す
。

も
う
す
ぐ
長
さ
８
㍍
、
幅
３
㍍
、

高
さ
2.5
㍍
の
ア
ー
チ
が
誕
生

し
ま
す
。
他
に
は
ピ
ー
マ
ン

10
株
、
サ
ト
イ
モ
30
株
、
カ

ボ
チ
ャ
、
ス
イ
カ
な
ど
12
株

と
に
ぎ
や
か
で
す
。

　
七
月
第
二
日
曜
日
も
応
援
団

の
人
た
ち
が
こ
の
猛
暑
で
も
厭

わ
ず
耕
耘
機
で
畑
を
耕
し
マ
ル

チ
を
掛
け
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

こ
に
は
ダ
イ
コ
ン
、
ハ
ク
サ
イ
、

キ
ャ
ベ
ツ
を
植
え
る
予
定
で
す
。

野
菜
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
人
、

自
然
に
包
ま
れ
至
福
の
時
間
を

持
ち
た
い
人
、
一
緒
に
人
生
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
交
通
手
段

の
な
い
人
は
マ
ル
コ
シ
ま
で
来

て
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
ド
ラ
イ

ブ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
片
道

わ
ず
か
35
分
の
道
程
で
す
。

九
月
の
第
二
日
曜
日
か
ら
正
式

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

（
木
原
　
伸
雄
）

志
路
農
園
で
汗
を
流
し

　
新
鮮
野
菜
を
食
べ
て
若
返
り

健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に

　
　
確
か
な
知
識
が
必
要
で
す
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新
し
く
ス
タ
ー
ト

認
知
症
の
良
薬
？

　
　
　
　
　
　
あ
る
の
か
な
？
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